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第２章 計画改定の背景と改定のポイント《概要》 

 

 

 

 

計画改定の背景 前計画の策定から 7 年間が経過する中で公園・緑化行政を取り巻く

社会環境は大きく変化しており、国は今後の緑とオープンスペース※に関

して、ストック効果※の向上、民との連携加速、都市公園の柔軟な利

用を重視すべき観点として挙げています。 

また都市緑地法、都市公園法など関連法令の改正が行われ、これらを

踏まえた新たな施策展開が求められています。 

 

前計画の進捗状況と 

課題の整理 

前計画（平成 23 年策定）で平成 32（2020）年度末までに達成

すべき数値目標のうち「緑のイベント・協働活動参加者数」については順

調に実施されてきましたが、その他の項目は目標値に及んでいない状況

です。 

こうした前計画の進捗状況や、社会動向の変化、区民アンケート結果

（Ｐ資-9）、緑と公園の推進会議からの意見（Ｐ資-8）等を踏ま

え、次の６項目を計画課題をとして抽出しています。 

１ 風土を形成するみどりの保全 

２ 生物多様性※の向上 

３ みどりの量的な確保 

４ みどりの質の向上 

５ 区民にみどりの価値を実感してもらう 

６ 多様な主体との協働の推進 

 

計画改定の視点 計画改定にあたって重視すべき視点として、次の３つの視点を設定して

います。 

１ グリーンインフラとしての“みどり”の多面的な価値の発揮 

２ 多様な主体との協働の活性化 

３ 「東京で一番住みたくなるまち」への寄与 

 

計画改定の考え方 

（フロー図） 

みどりを取り巻く社会動向、みどりに関する区民ニーズ、緑と公園の推進

会議からの意見を踏まえ、課題、改定の視点、計画のテーマ、施策展

開のテーマを導き出す考え方をフロー図として整理しています。 

文中で※印のある用語は、第 7章資料編

に用語解説（P資-1８～）があります。 
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第２章 計画改定の背景と改定のポイント 
 

 前計画の策定から 7 年間が経過する中で、公園・緑化行政を取り巻く社会環境は大きく変

化し、都市緑地法・都市公園法など関連法令の改正も行われています。 

 これらの“みどり”を取り巻く社会状況の変化を把握し、前計画の進捗状況の検証を行ったうえ

で、計画改定に向けた課題の抽出と視点の整理を行います。 

 

１ 計画改定の背景 

 
(１) 社会情勢の変化 

 

■ 地球温暖化※の進行 

 地球温暖化の深刻化により、猛暑日の増大、竜巻や局地的な集中豪雨の頻発、台風の大

型化など、自然災害の脅威が高まっています。 

 地球温暖化の原因となる温室効果ガスの吸収源対策として、緑の保全とさらなる創出が求め

られています。 

 

■ 少子高齢社会の到来 

 我が国では出生率・出生数の低迷や高齢化が急速に進んでいます。板橋区においても平成

7年に老年人口が年少人口を上回り、その後も差は広がっています。 

 公園整備においては、子育て支援や高齢者の健康づくりの視点の重要性が高まっています。 

 

■ 防災意識の高まり 

 平成23年に発生した東日本大震災などの地震災害を契機として、防災への意識がさらに高

まっており、公園や緑を活用した都市の防災機能の強化が求められています。 

 

■ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、国内外から訪れた人が安心して快適

に回遊できるよう、魅力あるまちづくり、美しい街並み景観の創出が求められています。 
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(２) 国の動向 

 
■ 新たなステージに向けたみどり政策の展開 

 国土交通省は平成 28 年 5 月に「新たなステージに向けた緑とオープンスペース政策の展開

について」として、以下の重視すべき観点を示しました。 

 これに伴って、平成 29年 6月に都市緑地法、都市公園法等が改正され、新たな施策展開

の可能性が生まれています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 関連する法制度等の変化 

【公園・緑地関連】 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 整備、面積の拡大を重視 

 都市公園の中だけでの発想 

 行政主体の整備、維持

管理 

 使うことや活かすことを重視 

 都市全体、まちづくり全体の視野

での発想 

 市民やＮＰＯ※等の主体的な活

動を支援 

 民間施設との積極的な連携 

ストック効果 ※

の向上 

民 との連携 の

加速 

これからの考え方 重視すべき観点 これまでの考え方 

 地域との合意に基づく弾力的な

運用 

 まちづくりの一環としてのマネジメント 

都 市 公 園 の 

柔 軟 な利 用  

 硬直的な都市公園の管理 

 維持管理の延長での公園

運営 

都市緑地法 

（Ｈ29 改正） 

 

都市公園法 

（Ｈ29 改正）  

 民間による市民緑地の整備を促す制度の創設 

 緑の担い手として民間主体を指定する制度の拡充 

 緑の基本計画の計画内容の拡充（都市公園の管理、都市農地の保全等） 

 緑地の定義に農地が含まれることを明記 

 都市公園で保育所等を含む「社会福祉施設」を設置可能 

 民間事業者による公共還元型収益施設※の設置管理制度創設 

 公園内の PFI 事業※に係る設置管理許可期間の延伸（10年→30年） 

 公園の活性化に関する協議会を設置可能 
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• 安全・安心で持続

可能な国土 

• 国土の適切な管理 

• 生活の質の向上 

• 人口減少・高齢化

に対応した持続可

能な社会の形成 

• 良好な環境形成 

• 生物の生息・生育

場所の提供 

• 浸水対策（浸透等） 

• 健康、レクリエーシ

ョン等文化提供 

• 延焼防止 

• 外力減衰、緩衝 

• 地球温暖化※の緩和 

• ヒートアイランド※

対策等 

＜社会的課題＞ ＜自然環境が有する機能＞ ＜多様な効果＞ 

防災・減災 

地域振興 環 境 

【都市農地関連】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ グリーンインフラの取り組みの推進（第 4 次社会資本整備重点計画：平成 27 年度） 

 社会資本整備手法の一つであるグリーンインフラの概念には、様々な学説や考え方があります

が、国土交通省においては、自然環境の有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある

国土づくり、地域づくりを進めるものとして、当面のイメージを次のように示しています。 

 
【グリーンインフラ】（当面のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 都市農業振興基本計画の策定（平成 28 年度） 

 平成 27 年に制定された「都市農業振興基本法」に基づき、都市農業の振興に関する基本

的な方針や施策等を定める「都市農業振興基本計画」が策定されました。 

 この計画においては、都市農地の位置付けを「宅地化すべきもの」から、都市に「あるべきもの」

へと大きく転換し、計画的に保全していく方針としています。 

都市農業振興

基本法 

(Ｈ27 制定） 

生産緑地法
(Ｈ29 改正） 

都市計画法 
(Ｈ29 改正） 

 都市農業の安定的な継続を図るとともに、都市農業の有する機能の適切かつ十

分な発揮を通じて良好な都市環境の形成に資することを目的 

 新たな用途地域の類型として田園住居地域※を創設 

 生産緑地地区の一律 500 ㎡の面積要件を市区町村の条例で引き下げ可能

（300 ㎡を下限） 

 生産緑地地区内で直売所、農家レストラン※等を設置可能 

出典：国土交通省ホームページ

より作成 

グリーンインフラ 
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(３) 東京都の動向 

 
■ 緑施策の新展開 ～生物多様性の保全に向けた基本戦略～ (平成 24 年度・環境局) 

 生物多様性※の危機を背景に、緑施策のこれまでの取り組みと、生物多様性の視点から強

化する将来的な施策の方向性を取りまとめた戦略で、市区町村には次のような役割が期待さ

れています。 

＜市区町村に期待される役割＞ 

 住民、企業、ＮＰＯ※等と連携しながら、地域に密着した緑の保全・創出活動を推進する。 

 地域住民や企業等に対し、生物多様性の重要性を学習し体験する機会の提供に努める。 

 緑の保全・創出活動の担い手となる人材の育成を推進する。 

 

■ 東京都環境基本計画（平成 27 年度改訂・環境局） 

 「世界一の環境先進都市・東京」の実現をめざし、生物多様性※の保全・緑の創出や水環

境・熱環境の向上など、東京都の環境政策の方向性が示されています。 

＜生物多様性の保全・緑の創出＞ 

 あらゆる都市空間における緑の創出 

 エコロジカル・ネットワークの構築に向けた緑化の推進 

 保全地域や既存の緑地等における緑の保全 

 希少種の保全・外来種対策及び野生生物の適正管理 など 

＜水環境・熱環境の向上＞ 

 水質汚濁対策、東京の水循環の再生、水辺環境の向上、湧水の保全・回復など 

 街なかでの暑さ対策等の推進 など 

 

■ 都市づくりのグランドデザイン（平成 29 年度・都市整備局） 

 概ね四半世紀先の未来である2040年代を目標時期として、めざすべき東京の都市の姿と、

その実現に向けた都市づくりの基本的な方針と具体的な方策を示しています。 

 都市づくりの戦略の一つとして「四季折々の美しい緑と水を編み込んだ都市の構築」を掲げ、

その実現に向けた以下の政策方針を示しています。 

＜緑のまちづくりに関する政策方針＞ 

 あらゆる場所で緑を感じられる都市をつくる 

 産業の一翼を担い活力を生み出す都市農業を育成する 

 水辺を楽しめる都市空間を創出する 



第２章 計画改定の背景と改定のポイント 

 

11 

２ 前計画の進捗状況と課題の整理 

 前計画における目標値の達成状況と個別事業の進捗状況を検証し、計画改定に向けた課

題を抽出します。 

 

(１) 前計画の目標値の達成状況 

 前計画「いたばしグリーンプラン 2020」（平成23年 3月策定）では、10年間の計画期間

（平成 32（2020）年度末まで）の中で達成すべき数値目標として、次の 4 項目を設定

しました。 

① 「植生被覆率」（区面積の中で植物に覆われた面積の占める割合） 

② 「公園率」（区面積の中で区立公園・都立公園の占める面積の割合） 

③ 「公園・自然に関する区民満足度」（板橋区区民意識意向調査） 

④ 「緑のイベント・協働活動参加者数」（参加延べ人数） 
 

 各目標値の達成状況は以下のとおりです。 

① 植生被覆率（5年毎調査） 

達成状況 ⇒ 平成 26 年度調査においては、前回調査値を下回る結果となりました。 

 

 

② 公園率 

達成状況 ⇒ 平成 29年 4月現在、目標値に及ばない状況です。 

 

 

 

③ 公園・自然に関する区民満足度（2年毎調査） 

達成状況 ⇒ 平成29年度調査においては、計画策定時の調査値を下回る結果となり

ました（平成27年度調査値（61.0%）では目標値を達成）。 

 

 

 
 

④ 緑のイベント・協働活動参加者数 

達成状況 ⇒ 6 年間の実績として、10 年間の目標値の約 6割を達成できました。 

 

 

 

  

【H21 年度調査値】 

19.3％ 

【H26 年度調査値】 

18.3％ 

【H31 年度目標値】 

21.0％ 

【H22 年 4 月現在】 

5.85％ 

【H29 年 4 月現在】 

5.87％ 

【H32 年度目標値】 

6.00％ 

【H21 年度調査】 

48.4％ 

【H29 年度調査】 

42.9％ 

【H32 年度目標値】 

60.0％ 

【H23～28 年度の延べ参加者数】 

延べ 30万 1639 人 

【10 年間の目標値】 

延べ 5０万人 
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(２) 個別施策の進捗状況 

 前計画「いたばしグリーンプラン 2020」における 9 つの個別施策について、主な計画事業の進

捗状況を検証します。 

 数値実績は平成 23～28年度までの実績を示しています。 

 (  )内は、現計画における当該事業の関連ページを示しています。 

 

個別施策 進捗状況 

① 崖線の緑と湧水の保全と

活用 

○ 「成増第二特別緑地保全地区(成増四丁目緑地)」指定（Ｐ41） 

○ 板橋区緑の保全方針の策定（Ｐ40） 

○ 景観形成重点地区「板橋崖線軸地区」指定（Ｐ46） 

● 樹林地管理方針の策定（Ｐ42） 

● 市民緑地の指定（Ｐ42） 

② 河川の緑と自然地の保全と

活用 

○ 荒川生物生態園の整備（Ｐ60） 

○ 景観形成重点地区「石神井川軸地区」指定（Ｐ46） 

■ 新河岸川高水敷のキバナコスモスによる「花のじゅうたん」(終了) 

③ 生物多様性※の保全と再生 

○ 緑地・樹木の実態調査、白子川・石神井川生物調査、湧水

調査（Ｐ56） 

● 昆虫調査、野鳥調査（Ｐ56） 

○ 区の花ニリンソウのＰＲ（ニリンソウ自生地におけるニリンソウ観

察Ｄａｙや緑のガイドツアー）（Ｐ58） 

● エコロジカルネットワーク形成に向けたビオトープ整備や樹林地の

保全等（Ｐ53） 

④ 歴史ある緑の保全と活用 

○ 保存樹林・竹林の指定面積（Ｐ42） 

41,563 ㎡⇒41,256 ㎡（307 ㎡減） 

新規指定 3,120 ㎡ 

東京都買取のため解除 2,794 ㎡（都立公園へ） 

その他の解除 633 ㎡ 

○ 保存樹木の指定本数（Ｐ43） 

1,597 本⇒1,820 本（223本増） 

○ 景観重要樹木の指定（Ｐ43） 

● 巨木の顕彰制度による緑の保全(未着手) 

⑤ 農地の保全と活用 

○ 農業体験学校の整備（Ｐ95） 

○ 農業園の整備着手（Ｐ95） 

● 生産緑地地区・区民農園は減少傾向（Ｐ49・50） 

⑥ 緑の創出による快適なまち

づくり 

○ 緑のカーテン実施施設（Ｐ67） 

169 施設⇒173 施設（4施設増） 

○ 緑化指導により整備された緑地（Ｐ63） 

地上部緑化面積 15.2ha、屋上緑化面積 2.7ha 
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保全 

 

 

個別施策 進捗状況 

⑥ 緑の創出による快適なまち

づくり（つづき） 

○ 接道部緑化助成制度による生垣等の増加 196m（Ｐ62） 

○ 校庭の芝生化（Ｐ67） 

8,269 ㎡⇒9,490 ㎡（1.221 ㎡増） 

○ 景観形成重点地区「加賀一・二丁目地区」指定（Ｐ47） 

○ 景観形成重点地区「常盤台一丁目・二丁目地区」指定（Ｐ47） 

● 緑化推進地域の指定や街なか緑化の推進（Ｐ64） 

⑦ 地域の庭としての公園づくり 

○ 公園の新設 5 か所、改修 4 か所（Ｐ69・Ｐ70） 

○ 公園・公衆トイレの改修 18 箇所（Ｐ70） 

○ 公園・公衆トイレの適正配置・改修計画策定（Ｐ70） 

○ 公園施設長寿命化計画の策定（Ｐ71） 

○ 地域がつくる公園制度による活動（Ｐ78） 

24 か所⇒26 か所（2 か所増） 

○ 花づくりボランティア活動（Ｐ78） 

83 か所⇒85 か所（2 か所増） 

○ 公園刈り込ボランティアによる公園樹木の手入れ（Ｐ79） 

24 回実施 

○ 特色ある公園のリニューアル（こども動物園着手）（Ｐ96） 

○ 板橋区パークマネジメントガイドラインの策定（Ｐ82） 

● 公園整備方針の検討（Ｐ69） 

⑧ 緑を守り育む活動の場づく

りと区民意識の醸成 

○ グリーンフェスタ 5 回実施（Ｐ74） 

○ 緑のガイドツアー 26 回実施（Ｐ74） 

○ 赤塚植物園での実績（Ｐ75） 

講習会 78 回、展示会 86 回、観察会 53 回、 

緑化相談 10,282 件 

● 緑の情報発信「公園施設ガイドブック」「自然観察ガイドブック」の

発行（Ｐ80） 

⑨ 計画推進のための協働の

仕組みづくり 

● 緑のサポーター会議の活動（休止中） 
○ 「緑と公園の推進会議」における緑の基本計画の点検や評価

（Ｐ108） 

 

○ 印：実施（着手）又は実績が向上した事業 

● 印：未実施又は実績が低下した事業 

■ 印：終了した事業 

【進捗状況凡例】 
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(３) 課題の整理 

 “みどり”を取り巻く社会動向の変化や前計画の進捗状況、並びに「緑に関する区民アンケー

ト」や緑と公園の推進会議からの意見（いずれも第 7 章「資料編」参照）などから、区の“み

どり”の課題として以下の諸点を抽出します。 

 

① 風土を形成するみどりの保全 

 区内には、崖線沿いの樹林地や石神井川の桜並木、江戸時代から板橋の名所となってきた

崖線下の湧水、赤塚周辺に点在する農地や屋敷林※など、板橋らしさの重要な要素となって

いる“みどり”が残されています。 

 板橋らしさを継承する景観形成や、地域在来の植生や生物相の保全をめざして、板橋の風

土を形成し、まちの成り立ちを伝える“みどり”を守り、さらに質を高めていくことが必要です。 

 

② 生物多様性※の向上 

 都市の生物多様性は、豊かな地域文化、自然とふれあう機会など、区民の暮らしに様々な

恩恵をもたらしてくれますが、板橋区では都市化とともに樹林地や農地、民有地の“みどり”が

減少し、生き物の生息空間や生育環境の量や質が低下してきました。 

 生き物の貴重な生息・生育地となっている崖線や荒川の自然地のまとまりの確保と質の向上、

その周囲に点在する屋敷林※や社寺林※等の樹林地や公園、庭木、農地、水辺などの“みど

り”の連続性を高めるなど、“みどり”の保全を通じた生物多様性の向上が求められています。 

 

③ みどりの量的な確保 

 区内の緑被率は微増傾向ですが、地域的な偏りが見られます。また、公園率はまだ目標には

達しておらず、自然性を有する樹林地の消失や、平成 34（2022）年には多くの生産緑地

地区が指定から 30 年を経過して指定解除が可能となることから、農地の減少も危惧されます。 

 生活環境の快適性を向上させるために、今後も引き続き“みどり”の量的な確保に取り組んで

いくことが必要です。 

 

④ みどりの質の向上 

 公園や緑地は区にとって貴重な“みどり”の資産ですが、公園施設の老朽化や樹林地の管理

不足により、安全性の低下、落ち葉などへの苦情、生物多様性※の低下などの問題も生じて

います。 
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 今後は、これまでの“守る、増やす”だけではなく、まちの骨格となる緑と水のネットワーク形成や、

地域の課題や個性に応じた“みどり”の管理運営などを通じて、生物多様性の向上や生活環

境の改善、レクリエーションの場の提供、まちのシンボルとなる景観形成、個性と活力あるまち

づくりなど、“みどり”の多様な機能を発揮させ、その質を高めていくことが必要です。 

 

⑤ 区民にみどりの価値を実感してもらう 

 地域コミュニティの希薄化が危惧される中で、これまでにも“みどり”は、地域のにぎわいづくり

の場や、区民の交流の場となってきました。 

 今後さらに“みどり”の保全や緑化の機運を高めていくためには、区民に“みどり”の価値や魅

力を知ってもらい、緑のまちづくりを「他人ごと」ではなく「自分ごと化※」して捉えてもらうことが

必要です。 

 そのためには、コミュニティの絆を深め地域を活性化する“みどり”、子育て世帯にとって魅力あ

る公園、体験・学習の場としての自然地や農地、健康づくりや交流の場としての公園、防災

機能を高める“みどり”、心が癒される美しい街並みをつくる“みどり”、まちの顔をつくる“みどり”

など、“みどり”が暮らしを豊かにし、まちのブランド価値を高める要素であることを、より多くの

区民に実感してもらい、暮らしの中で“みどり”を楽しむライフスタイルをさらに広げていくことが

必要です。 

 

⑥ 多様な主体との協働の推進 

 板橋区では緑被地の約 45 ％を住宅用地や空地、農用地、林野などの民有地が占めてお

り、緑のまちづくりを進めるためには、公民の連携・協働が重要です。また今後、“みどり”のスト

ック効果※を高めていく中で、区民をはじめ多様な主体との協働がさらに重要となります。 

 一方、区民参加の現場からは、市民団体の高齢化が進んでいる現状から、担い手の人材育

成や、誰もがボランティア活動に入りやすくする工夫が必要、などの意見が寄せられています。ま

た、区民アンケートの結果からは、緑との関わりのうえで妨げになっていることとして、「取り組むた

めに必要な情報が得られない」、「同じ関心を持った人たちと出会う機会がない」といった声も

挙げられています。 

 緑のまちづくりを今まで以上に活発で持続的な形で進めていくために、関係する主体の裾野を

広げ、より多くの主体が様々な形で“みどり”のまちづくりに関わり、協働して取り組んでいくことが

必要です。 
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３ 計画改定の視点 

 以上の課題を踏まえ、計画改定にあたって重視すべき視点を以下に整理します。 

 

（１） グリーンインフラとしての“みどり”の多面的な価値の発揮 

 “みどり”は生物多様性※の向上や生活環境の改善、レクリエーションの場の提供、まちのシンボ

ルとなる景観形成、子育てや健康づくり、やすらぎとうるおいの提供、災害から人やまちを守る

働きなど、様々な機能を持っており、まちの課題解決や、より住みやすく魅力的なまちづくりにお

いて重要な役割を果たしています。 

 板橋区での暮らしを今より豊かなものとするため、グリーンインフラとしての“みどり”を軸として、

“みどり”の多面的な価値を区民が享受できる計画とします。 

 

（２） 多様な主体との協働の活性化 

 区内の“みどり“は様々な主体によって支えられており、区民・事業者・行政をはじめとする多様

な関係主体が、総力をあげて“みどり“の保全や利活用に取り組んでいくことが重要です。 

 これまで以上に幅広い主体が、様々な形で“みどり“との関わりを深められるよう、“みどり“の保

全や利活用に区民が気軽に関われる仕組みづくりや、区民・事業者・行政をはじめとする多

様な主体が参加・協働しやすい環境づくりを推進し、“みどり“の保全や利活用の取り組みを活

性化する計画とします。 

 

（３）「東京で一番住みたくなるまち」への寄与 

 「東京で一番住みたくなるまち」の実現のためには、子育てや健康づくり、レクリエーションの場と

しての公園、体験・学習の場としての自然地や農地、防災機能を高める“みどり“、美しい街並

みをつくる“みどり”など、様々な“みどり”の価値を区民に実感してもらうことが重要です。 

 “みどり“が身近にある新たなライフスタイルの実践を通じて、区民のアイデンティティや誇りを醸

成するとともに、“みどり”を核としたコミュニティの活性化を通じて、美しく、快適で、楽しく、健康

的な生活を実現し、「東京で一番住みたくなるまち」として評価されるまちに近づく計画とします。 
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区の木 「ケヤキ」 

「ケヤキ」は古くから武蔵野の雑木林を代表するもので、日本が

原産地です。ニレ科の落葉高木で、高さ 30 メートルに達し、樹

幹はまっすぐにのび、ますます発展する板橋区を象徴するにふさわ

しい木です。 

（昭和 55 年指定） 

 

 

区の花 「ニリンソウ」 

キンポウゲ科の多年草で、雑木林などの緑陰に多く見られ、春

15 センチメートルほどの草丈に、白いかれんな花を二輪咲かせま

す。区では、この花が生育する自然環境を大切に守り育てていき

たいと考えています。 

（平成 7年指定） 

 

 

区の鳥 「ハクセキレイ」 

都会でも一年中見られる最も身近なセキレイの仲間です。白と

黒のコントラストがはっきりしていて、スズメよりも大きく、ムクドリより

も小さな鳥です。河川の岸辺、公園の芝生など、いろいろな環境

で尾を振りながら歩き、鳴きながら波形を描いて飛びます。 

 

（平成 14 年指定） 

 

 ～区の木・区の花・区の鳥～ 

※ 指定時期は「東京都板橋区緑化の推進に関する条例」に定めた年です。 
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● 区民との連携促進 
 
 都市公園の整備など行政が行うべきことを着

実に推進していくとともに、“みどり”の質の高い管

理・活用等については、地域住民組織や事業

者などとの積極的なパートナーシップによって進め

ていくことが求められています。 

● グリーンインフラとしての“みどり”

の多機能性の発揮 
 
 生物の生息の場の提供、良好な景観形成、

気温上昇の抑制など、自然が持つ多様な機能

を活用して、持続可能な魅力あるまちづくりを行

うことが求められています。 

● 生物多様性※の向上 
 
 緑地の規模や連続性を、動植物の生息・生

育地として生物多様性確保の観点から評価

し、その適正な配置や有機的なネットワーク（エ

コロジカルネットワーク※）の形成を図っていくこと

が求められています。 

● 都市と農の共生 
 
 農地の有する多様な機能の発揮に向けて、緑

の基本計画において都市農地の保全を位置付

け、都市にあるべき緑地として保全していくことが

求められています。 

● 快適で安心安全なまちづくり 
 
 地球温暖化※による猛暑日の増大や、東日本

大震災等の発生を契機とした防災意識の高まり

から、快適で安心安全なまちづくりが求められて

います。 

● “みどり”のストック効果※の向上 
 
 これまでの取り組みは“みどり”を増やすことに主

眼を置いてきましたが、今後は社会状況の変化

に柔軟に対応し、“使うこと・活かすこと”を重視し

たまちづくりやサービスの提供を行うことなどが求め

られています。 

● 都市公園の柔軟な活用 
 
 様々なステークホルダー（利害関係者）との

合意に基づきながら、それぞれの公園が持つ個性

やポテンシャルに応じた整備・管理運営を行うこと

で、公園を柔軟に使いこなしていくことが求められ

ています。 

“みどり”を取り巻く社会動向 Ｐ7-10 

区民意識（区民アンケートの結果） 
 
 “みどり”の満足度 

• 住まいの周りの“みどり”の満足度は、高いと

はいえない状況です。 

 好ましい“みどり” 

• 将来も残していきたい“みどり”として、都立

赤塚公園や石神井川の桜並木などが挙げ

られています。 

 “みどり”の恩恵 

• 多くの区民が“みどり”ある景色に癒される、

“みどり”があることで快適に暮らせると感じて

います。 

 取り組み意向 

• ガーデニングに関心の高い区民が多い一

方、同じ関心を持った人と出会う機会がな

いなどの声も上がっています。 

“みどり”に関する区民ニーズ P 資-9 

 “みどり”の量だけでなく“みどり”の質がとても大

切である。 

 “みどり”と“みどり”の価値に対する区民の認

識が高くない。 

 区民が緑のまちづくりに参加したくなる仕組み

がない。 

緑と公園の推進会議からの意見 P 資-8 

４ 計画改定の考え方（フロー図） 
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計画のテーマ P2３ 

“みどり”でつなぐ《 ひと・まち・みらい 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民・事業者との連携による質の高い“みどり”の管理運営

など、協働の取り組みを推進する計画とします。 

暮らしを豊かにする“みどり”の価値を区民に実感してもらい

「東京で一番住みたくなるまち」に近づく計画とします。 

グリーンインフラとしての“みどり”を軸として、“みどり”の多面的

な価値を区民が享受できる計画とします。 

改定の視点 Ｐ16 

課題１： 

崖線の樹林地や農地など、

板橋の風土を形成する“み

どり”を大切に保全していくこ

とが必要です。 

課題 2： 

“みどり”の保全を通じた生

物多様性※の向上が求めら

れています。 

課題３： 

生活環境の快適性を向上

させるために、今後も“みど

り”の量的な確保が必要で

す。 

課題４： 

適切なマネジメントにより、

“みどり”の質を高めていくこと

が必要です。 

課題５： 

“みどり”が暮らしを豊かにす

る要素であることを、より多く

の区民に実感してもらうこと

が必要です。 

課題６： 

緑のまちづくりに区民が参

加しやすいような仕組みづく

り、活動のメニューづくりが必

要です。 

課 題 Ｐ14-15 

施策展開のテーマ P24-26 

テーマⅠ “みどり”を次世代につなぐ 

《 まもる・支える・継承する 》 

テーマⅡ “みどり”で街並みをつなぐ 

《 つくる・ひろげる・質を高める  》 

テーマⅢ “みどり”と人をつなぐ 

《楽しむ・はぐくむ・参加する 》 
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～みどりの見どころ紹介～ 

【桜の見どころ】 

【石神井川緑道】 

板橋四丁目から中板橋付近まで、石神井川の両岸

に約 1,000 本の桜が咲き誇り、板橋十景の一つにも

なっています。 

【中根橋のカワヅザクラ】 

石神井川の中根橋（双葉町）のたもとに、2 月上旬

頃から咲き始める 1 本のカワヅザクラがあり、春の訪れ

が近いことを教えてくれます。 

【前谷津川緑道】 

熱帯環境植物館（高島平八丁目）脇から高島平

団地の中を通って、水車公園（四葉一丁目）まで歩

ける快適な散策コースとなっています。 

【茂呂山公園】 

斜面地の公園（小茂根 5-2）に約 120 本のソメイヨ

シノやヤマザクラがあり、周辺では都立城北中央公園や

桜川緑道の桜も楽しめます。 

【浮間公園】 

区境にある都立公園（舟渡 2-15-1）です。広々と

した浮間ヶ池の畔に 200 本以上の桜が植えられ、北

区側では桜草園も見られます。 

【その他のおすすめスポット】 

 板橋区平和公園（常盤台 4-3）約 40 本 

 小豆沢公園（小豆沢 3-1）約 120 本 

 前野公園（前野町 5-1）約 20 本 

 城北公園（坂下 2-19）約 30本 

 見次公園（前野町 4-59）約 80 本 

 石川橋公園（徳丸 5-14）約 20 本 

 桜川緑道（桜川一丁目）約 80 本 

 都立城北中央公園（桜川 1-3）約 280 本 

 都立赤塚公園（高島平 3-1）約 100 本 

※ 本数は平成 30 年春期時点のものです。 


